
を起こせ―風夏祭りも途絶えた。

　年後の大虫はどうなっているのだろうか―。

１０離れて暮らす誰もが同じ気持ちだった。

「今、行動を起こさなければ、いつやるのか」

元住民が立ちあがった―。

　「大虫から離れ、帰ってくることもままならない人々が、帰るきっかけになれば。そして、昔は普通に存在した、人と人との絆のようなものを想い出すきっかけになれば」との思いでこのまつりを企画しました。　その思いに多くの方が賛同してくださ

り、ここまで大きなまつりができたことをうれしく思っています。多くの人に大虫を訪れていただいて、大虫の人と交流し、つながりができてほしいと願っています。今回を新たなスタートとし、来年以降も盛り上がるまつりにしたいと思っています。

ここが新たなスタート。来年以降も続け、大虫の活性化に―。 大虫さくらまつり　発案者

いとう・さとみ
伊藤　里美さん

大虫の民話　おそめ桜
大虫に住む勝助と、助藤に住むおそめが恋に落ち、やがて夫婦となる。しかし、おそめは名主の目にとまり、嫁に
来いと要求。勝助はおそめを寺に隠すが、それを知った名主は勝助を殺してしまう。おそめは悲しみのあげく大蛇
となり、名主の家を焼き払う。敵打ちを果たした大蛇のおそめは一本の枝垂れ桜の苗を寺に残した。その寺の跡
が現在の観音堂であるとされている。写真＿１　枝垂れ桜の前で、おそめが勝助との子、「お花」に「この里を
花いっぱいにしてほしい」と願いを託し、敵打ちに向かう場面。大虫に伝わる民話を「劇団あじさい」がアレンジ。
写真＿２　観客からは、大きな拍手が鳴り響いた。　写真＿３　敵打ちに向かうおそめの姿は、迫力の演技。1
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かつての賑わいを、今、取り戻せ―底力

この地を絶やさない―

　昨年　月に、地元佐伯高校の文

１１化祭で大虫の枝垂れ桜にまつわる

伝説をもとに創られた「おそめ桜」

という劇が演じられた。「父が大虫

出身なので、それを見に行ったの

がきっかけです」と話すのは、ま

つりの発案者の伊藤里美さん。

　伊藤さんは、「その劇を大虫に

今も住んでいる人たちや、街に出

ている人たちと一緒に、枝垂れ桜

の下で見たい」との思いから、劇

を指導した「劇団あじさい」の代

表前田幸子さんに連絡。前田さん

も快諾した。
　第１回実行委員会は　月に開催
１２

され、大虫出身者だけではなく、

各地域からも参加。共通の思いは

「桜をめでて大虫を活性化し、この

地を絶やさないこと」だった。

　新聞にも取り上げられたことか

ら、問い合わせも多く、「わたしの

田舎も一緒だよ。頑張って」と励

まされることもあったという。

　そうして迎えた４月　日。当日
２１

は小雨も午前中で上がり、遠く 

は大分から駆け付けた参加者もい 

た。　ステージでは、大虫出身者が属

するウクレレやオカリナ、合唱や

劇など披露された。ステージの最

後には、「虹色リボン」の演奏に

よる合唱で「ふるさと」をみんな

で歌い、中には涙ぐむ人もいた。

大虫さくらまつり実行委員会

実行委員長
さいとう・しんじ

斉藤　真治さん
　何もしなければ、１０年先の状況が簡単に想像できてしまいます。地域の人と一体となって何かできないか。手探りの状態からのスタートでした。　「まつりをしたから大虫が活性化する」、そんな簡単なものではありませんが、「できることは何でもやろう」そんな気

持ちでみんなが取り組みました。　大虫には桜がある。今では老木となってしまいましたが、ここで暮した人々の笑顔と歴史を知っているこの桜の前で、まつりができたこと、そしてたくさんの人に来ていただいたことをを本当にうれしく思います。

大虫には桜がある。それを誇りに―。

劇団あじさい代表
まえだ・さちこ

前田　幸子さん
　伊藤さんからの依頼を受け、２つ返事で受けたという前田さん。「民話に出てくる山や桜の前で、実際に演じるところに意味があるんです」と話す。　劇は、悲しすぎる話にならないよう民話をベースに多少アレンジを加えているとのこと。　団員は現在１０人。最高齢は７８歳だそうで、同じまちに生まれて「こんな話もあったのか」と子どもたちにも知ってほしいと活動を続けている。「その地で語り継がれてきた民話を知ることによって、ふるさとを大事にする気持ちがより大きくなると信じています」と話してくれた。

話に出てくる山や桜の前で、

実際に演じるところに意味があるんです
なるたか・ひでお鳴高　秀雄さん（76歳）

　大虫で別荘暮らしをしている鳴高さん。２５年くらい前
に古民家を買い取り、自分流に改装した。週に２・３日
夫婦で大虫に泊まっては、趣味のステンドグラスや表装
づくりに励んでいる。
　「田舎に憧れがありました。大虫の方々にはよくしてい
ただいており、本当に感謝しています」と話す。まつり
の当日は、自宅をギャラリーとして開放し、まつりを盛
り上げた。

天気もなんとか持ちこたえて、普段見ることができないものも見れました。これだけの人が大虫に来てくれるのはめったにないこと。本当にありがたいことです。

かわぐち・やえこ
川口 ヤエコさん

（大虫・　歳）94
―Interview―　大虫の人に聞きました

大虫で、自分流の生き方を―

写真＿４　大虫出身者もメンバーの横光ウクレレクラブ・牛田早稲田グループの皆さん。　写
真＿５　体験コーナーでは、陶器に柄のシールを張って彩るポーセラーツや、ハンドマッサー
ジなど普段体験できない催しも行われた。写真は、ポーセラーツ体験。　写真＿６・８・９　
「虹色リボン」の皆さんの演奏で「ふるさと」「今日の日はサヨウナラ」を参加者と一緒に合唱。
会場は、手拍子とともに、大きな歓声に包まれた。　写真＿７　バザーコーナーも地域の人が
支えた。ちらし寿司や焼き鳥などが販売され、訪れた人のおなかを満たした。　　写真＿１０　
会場のあちこちには、たくさんのかかしたちが。かかしもまつりを盛り上げた。
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ここ大虫では、離れて暮らしている人も含めて、家族みたいなものです。今までずっと助け合って生きてきました。田んぼも畑もありますし、ここを離れることはできませんね。

かわぐち・あつえ
川口 アツエさん

（大虫・　歳）85
　　年以上大虫に住んでいる川口

７０アツエさんは、「これだけたくさん

の人がよく集まってくれ、楽しい

一日を過ごせました。関係者の方

は、さぞ大変だったことと思いま

す」と話す。
　出演者・関係者・参加者合わせ

て約４００人という人が大虫に集

まり、ふるさとの繁栄を願うまつ

りは大盛況のうちに幕を閉じた。

　この「大虫さくらまつり」の様子は廿

日市市市民活動センターのホームペー

ジ、「マンスリーＤＶＤ※」で見ること

ができます。
※マンスリーＤＶＤ　市民活動団体や、

市内５地域の特色ある取り組みや、

イベントの様子を収録した５分程度

のＤＶＤ。貸し出しもしています。

詳しくは、市民活動センター緯荏３７４１まで問い合わせてください


